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１ 計画策定の趣旨 

本県には、白亜紀の恐竜時代の地層（手取層群）や、7 万年の歴史を刻む三方五湖の年縞、縄

文遺跡・鳥浜貝塚、古代から都の食文化を支えた「御食国」、中世城下町跡・一乗谷、中近世の

寺社・城跡・古文書、近代化遺産など当時を物語る史跡や資料などが数多く残っており、世界

に誇る博物館展示とあわせて日本の歴史を凝縮して知ることができます。 

また、伝統工芸や眼鏡枠、繊維などのものづくりや豊富な食材からなる和食・日本酒等の食

文化など、実に幅広く、奥深い豊かな文化を体感できます。 

日常生活においても、豊かな自然の恵みと歴史が息づく祭りや行事、伝統芸能、歴史的な建

造物や町並みの保全・景観づくりのほか、文化施設等での文学・音楽・美術・演劇の発表、茶道

や華道、書道など、多彩な活動が脈々と受け継がれています。 

こうした歴史・文化の厚みが福井らしさの基盤を成しており、県民が誇りと生きがいを持ち

心豊かに生きる土壌であるとともに、地域の魅力となっています。 

“大交流時代”、新しい往来が生まれ、チャレンジの舞台が広がる「ふくい新時代の幕開け」で

す。「福井県長期ビジョン」に掲げる「古き良きを新しいよろこびに ともに楽しむ千年文化」

の実現を目指し、人を惹きつける“福井らしさ”をさらに磨き上げ、グローバルに発信し、国内外

からの誘客につなげていく好機です。 

文化芸術は、精神的な安らぎや生きる喜びをもたらします。また、創造性を育み表現力を高

め、多様な発想をもたらし人生の選択肢を広げることにも寄与します。文化芸術を通じた交流

は人と人とのつながりを保ち社会的孤立を防ぐことにも役立ちます。このような文化の多面的

な意義は、これからの時代に求められる「ウェルビーイング1」の実現にもつながるものです。 

一方で、人口減少・少子高齢化の進行、多文化共生社会、デジタル化の進展、コロナ禍以降

の暮らし方・働き方の変化に加え、価値観の変化や新しい生活様式の浸透など、社会状況も大

きく変化しています。文化政策においても、これらの時代の変化に対応していくことが求めら

れています。今こそ、文化政策を真に豊かな地域社会をつくり本県の持続的発展に結びつく政

策としてより広く位置付け直し、新たな視点も取り入れ、政策の充実を図る時です。 

本計画は、このような状況を踏まえ、県内活動者や関係機関、市町などと協働しながら文化

芸術の振興に関する施策を総合的・計画的に推進するため、今後の文化政策の方向性および重

点戦略等を定めるものです。 

 

２ 計画の位置付け 

本計画は、文化芸術基本法（平成１３（２００１）年法律第１４８号）第７条の２第 1 項に

規定する「地方文化芸術推進基本計画」として策定するとともに、県政運営の基本となる「福

井県長期ビジョン」の分野別計画に位置付けるものです。 

 
1 ウェルビーイング（Well-being）：well（よい）と being（状態）からなる言葉。厚生労働省は「個人の権利や自己実現が保証され、身体的、精

神的、社会的に良好な状態にあることを意味する概念」としている。 

計画の概要 第１章 
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３ 計画の期間 

本計画の対象期間は、令和６（２０２４）年度から令和１０（２０２８）年度までの５年間

とします。なお、社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じて本計画の内容を見直します。 

 

４ 対象とする文化芸術の範囲 

文化芸術は、最も広義の「文化」と捉えれば、人間と自然とのかかわりや風土の中で生まれ、

育ち、身につけていく立ち居振る舞いや、衣食住をはじめとする暮らし、生活様式、価値観な

ど、およそ人間と人間の生活に関わる総体を意味します。これを踏まえ、本計画が対象とする

「文化芸術」の範囲は、文化芸術基本法が対象とする次の範囲を基本としつつ、固有の歴史、

景観、方言など、本県の文化の特性を形づくる事柄を広く対象とします。 

 

   参考：文化芸術基本法に定める「文化芸術」の範囲（第８条～１４条） 

芸  術 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊その他の芸術（メディア芸術を除く） 

メディア芸術 映画、漫画、アニメーション、コンピュータその他の電子機器等を利用した芸術 

伝統芸能 雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踊その他の我が国古来の伝統的な芸能 

芸  能 講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能（伝統芸能を除く） 

生活文化 茶道、華道、書道、食文化その他の生活に係る文化 

国民娯楽 囲碁、将棋その他の国民的娯楽 

出版物およびレコード等 

文化財等 有形および無形の文化財並びにその保存技術 

地域における 

文化芸術 
地域固有の伝統芸能および民俗芸能（地域の人によって行われる民俗的な芸能） 
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１ 福井県の文化芸術をとりまく現状  

（１）これまでの文化政策  

福井県ではこれまで、平成２２（２０１０）年２月の「教育・文化ふくい創造会議」の提

言を踏まえ、文化芸術の振興による県民の暮らしの質の向上を目指して文化政策を推進して

きました。 

 

教育・文化ふくい創造会議の提言（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４（２０１２）年４月には、文化行政が知事部局に移管され、文化的・歴史的な資

源を観光誘客、交流拡大に積極的に活用することになりました。現在は、令和２（２０２

０）年７月に策定した「福井県長期ビジョン」に基づき、文化芸術を活かした交流の拡大を

図るとともに、県民も訪れる人も楽しみあえる場所・機会づくりの強化に努めています。 

 

（２）社会状況の変化等 

人々の行動に大きな影響を与えたコロナ禍から回復がみられるものの、少子高齢化の急速

な進展により人口が減少し、地域の文化芸術活動を取り巻く環境は大きく変化しています。 

一方、デジタル化の急速な進歩に伴うデジタルトランスフォーメーションの進展やＡＩな

どの技術革新が広がり、働き方や生活様式が変化しました。多様な表現活動や鑑賞方法が普

及し、新たな方法による有意義な文化芸術体験の可能性が⾶躍的に広がり、文化芸術の活動

形態やニーズにも変化が生じています。 

このような最近の社会状況の変化等2を踏まえ、国においては、文化芸術に関連する法令の

制定や改正を相次いで行っています3。 

このため、県では、県内の文化的状況を把握するため、令和４（２０２２）年度から５   

（２０２３）年度にかけて、県内文化芸術団体をはじめ、様々な関係者の意見を広く聴取す

 
2 資料編「参考資料１ 福井県の文化芸術をとりまく現状」（P33）参照 
3 資料編「参考資料２ 国の動向（関係法令の制定・改正の状況）（P35-36）参照 

現状と課題 第２章 
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るとともに、「県民の文化に関する意識調査」等のアンケート調査を実施しました4。これらの

結果や各種データ5を見ると、本県は、博物館数や県民向け講座数、図書館の入館者数、個人

貸出数などが全国と比較して上位にあり、知的好奇心が高い県民性とこれを支える環境が整

っているものの、地域の文化的環境に対する満足度が低く、自ら文化芸術活動を実践してい

る人が少ない状況であることが分かります。また、多くの文化芸術団体において会員の減少

や高齢化が進み、活動の維持・継承が困難になっている状況が明らかになりました。 

 こうした社会状況の変化等を踏まえ、本県の文化政策を進めていく必要があります。 

 

２ 主な課題 

文化芸術の多様な価値を踏まえ、本県の今後の文化政策の方向性を明らかにするため、主な

課題を次のとおり抽出・整理しました。 

 

 （１）文化芸術活動の実践者が自律的・持続的に活動できるしくみをつくる 

 （２）性別、年齢、障がいの有無や国籍等にかかわらず、誰もが文化芸術に参加できる環境を

つくる 

 （３）文化芸術の担い手を育成する 

 （４）長い歴史の中で受け継がれてきた地域の文化への理解を深め、未来に残すための取組み

を強化する 

 （５）県立文化施設が地域の文化資源を最大限活用し、文化観光の拠点となるよう機能強化を

図る 

 （６）文化芸術が持つ創造力により福井ならではの価値を高め、国内外に発信し、地域経済の

活性化につなげる 

 （７）社会全体で文化芸術の振興を支えるため、文化芸術活動に対する企業の応援や資金確保

のしくみをつくる 

   

 

 
4 資料編「参考資料 4 県民アンケート等の結果」（P38-44）参照 
5 資料編「参考資料 3 県内の文化的環境に関するデータ」（P37）参照 
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１ 基本理念 

  みんなで創る 文化でつながる 人と地域が輝く福井 

   悠久の歴史に育まれた暮らしや豊かな自然と風土を活かしながら、文化芸術に触れ、楽し

み、自ら創造・発信する県民の主体的な活動を応援することにより、文化芸術が暮らしの中

にも浸透し、県民のウェルビーイングと地域の活力が相乗的に高まる好循環を創出する社会

を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 目指す姿 

   基本理念の実現に向けて、５年後を目途に「目指す姿」と「施策の方向性」を次のとおり

設定します。 

 目指す姿１ 誰もが文化芸術と触れ合い、自ら参加・創造し、心豊かに暮らす福井 

    性別、年齢、障がいの有無、国籍等に関わらず、すべての人々が、自らが望むかたち（鑑

賞、参加、創造など）で文化芸術に親しむ機会を持ち、身近な暮らしの中に文化芸術を取り

入れ、「創造性を育む」「自己実現を果たす」あるいは「交流を拡げ、ともに楽しむ」ことによ

って、心豊かで潤いのある生活を送ることができる地域社会を目指します。 

  【施策の方向性】 

   ❶ 県民主体の活動の振興 

   ❷ 県民すべての表現・参加機会の拡大 

  

基本的方向性 第３章 基本的方向性 第３章 
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 目指す姿２ みんなで地域の文化を守り、育て、未来へ引き継ぐ福井 

   多様な「地域の文化」について、その価値を再認識し、地域の中と外の人、文化施設等の

関連機関が連携・協力して守り、さらに、「地域の宝」として価値を高めながら確実に未来に

継承していく地域社会を目指します。 

  【施策の方向性】 

   ❸ 文化芸術を振興する次世代の育成 

   ❹ 地域の文化の振興 

   ❺ 文化芸術を活用した地域社会の再生と創造 

 

 目指す姿３ 文化芸術の新たな価値を創造・発信し、県民と訪れる人がともに楽しむ福井 

    文化芸術は、人々に多様なものの見方を提供し、「気づき」をもたらす力があります。 こ

うした文化芸術の力を様々な分野で活かすことにより、新しい価値を創造し、その魅力を世

界に発信することで、国内外から人を呼び込み、住む人も訪れる人もともに文化芸術活動に

参加し、楽しめる地域社会を目指します。 

  【施策の方向性】 

   ❻ 文化芸術による交流機会の拡大 

   ❼ 文化芸術によるクリエイティブな経済の活性化 
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３ 施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本理念】     【目指す姿】      【施策の方向性】     【施策の展開】 

み
ん
な
で
創
る 

文
化
で
つ
な
が
る 

人
と
地
域
が
輝
く
福
井 

１ 誰もが文化芸術と 

触れ合い、 

自ら参加・創造し、 

心豊かに暮らす福井 

２ みんなで地域の文化

を守り、育て、 

未来へ引き継ぐ福井 

３ 文化芸術の新たな 

価値を創造・発信し、

県民と訪れる人が 

ともに楽しむ福井         ・文化芸術活動を応援する 

         企業の拡大 

        ・文化芸術と地域経済の 

         有機的な連携創出 

➐ 文化芸術 

  による 

  クリエイティブな

経済の活性化 

        ・地域プロジェクト型 

         アート活動への支援 

        ・文化芸術を最大限活用した 

         文化観光の推進 

        ・国際的な文化交流の充実 

➏ 文化芸術 

  による 

  交流機会の 

  拡大 

        ・アートを活かした 

         まちなかの活性化 

        ・文化施設の機能拡充 

➎ 文化芸術を 

  活用した 

  地域社会の 

  再生と創造 

        ・有形・無形の文化財や 

        文化的・歴史的景観の 

        保存・継承・活用 

        ・地域の文化を支える人材の確保 

➍ 地域の文化 

  の振興 

       ・次世代の育成 

       ・若手アーティストの育成 

➌ 文化芸術を 

  振興する 

  次世代の育成 

        ・文化芸術活動実践者への 

         支援の充実 

        ・文化芸術活動への参加促進 

➊ 県民主体の 

  活動の振興 

        ・多様な担い手による 

         創造的な活動の促進 

        ・誰もが文化芸術に親しめる 

         環境の整備 

   

❷ 県民すべての 

  表現・参加 

  機会の拡大 



8 

 

 

４ 計画の推進体制 

  本計画の推進にあたり、県は、県民をはじめ、（公財）福井県文化振興事業団、文化芸術活動

実践者、文化施設、教育機関、企業、市町など、様々な主体と連携しながら、総合的・計画的

に文化芸術施策を推進します。 

  また、より効果的に施策を推進するため、文化芸術の振興や活用に知見を持つ専門スタッフ

を配し、各主体に寄り添いながら活動を支援する体制の整備が必要と考えます。 

  これらは、地域の活性化につながる県民の主体的な文化芸術活動への助成、助言、情報提供

等の伴走型支援を通じて、県内の文化芸術活動の持続的な発展に取り組みます。 

 

【主な活動】 

① 助成金により文化芸術団体の活動を支援 

② 地域に点在するプロジェクトやプレイヤー、企業等の効果的なマッチング 

③ 県内の文化芸術に関する情報の収集や活動のアーカイブ化、県内外への発信 

④ 文化芸術活動を支える人材の育成（セミナー、研修会等の実施） 

   ⑤ 「芸術文化アドバイザー」6などによる文化芸術に関する相談対応、情報提供 

 

  さらに、文化芸術と教育、福祉、観光、まちづくり、その他の関連分野との連携・協働推進

や、地域の文化に関する調査・研究などの機能を強化することにより、文化施設を核とした一

層の文化芸術振興に取り組みます。 

 

 

 
6 芸術文化アドバイザー：アート、デザイン、演劇等に造詣のある外部専門家に対して（公財）福井県文化振興事業団が委嘱するもので、文化

芸術団体等からの相談対応や活動への助言を行う。 
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（１）文化芸術活動実践者への支援の充実 

   県内各地において、文化芸術活動を実践する団体やアーティストが創造的活動をすること

は、魅力ある地域づくりにつながります。 

   県ではこれまで、文化芸術団体が分野ごとに行う発表会の開催を支援してきましたが、少

子高齢社会の進展等により、こうした団体の存続が困難になっています。また、近年は、新

しい団体・グループによる活動を活性化するため、市町のホール等を拠点として活動する音

楽サークルの立ち上げや、ストリートカルチャー・サブカルチャー分野における新たな活動

への支援なども行ってきました。 

   今後は、分野を超えた文化芸術活動や交流の機会を創出するとともに、文化芸術活動実践

者の主体的な取組みを応援できるよう、専門人材による伴走型支援の機能を強化します。 

 

 【重点プロジェクト】 

  ●「ふくい県民総合文化祭」を、分野を超えた総合型の文化祭とすることなどにより、  

文化芸術活動実践者の交流・協働を促進します。また、SNS などを活用し、より多く

の県民の参加を促します。 

  ● 文化芸術活動の知見を有する専門スタッフを配し、相談・助言やマッチング、助成プロ

グラム等を通じて県民の自律的・継続的な活動への支援を強化します。 

  ● 文化芸術活動を通して地域振興やコミュニティづくりに積極的・継続的に関わる団体

（ＮＰＯ法人等）の活動を支援します。 

  ● 県立文化施設の運営サービスの質を一層向上するため、民間の資金やノウハウを取り

入れるなど、開かれた施設としてさらなる利用促進を図ります。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

県連合婦人会による音楽仲間づくり活動 
（ドラムサークル活動） 

県文化協議会による総合型文化祭の開催 

施策の展開 第４章 

施策の方向性❶ 県民主体の活動の振興｜ 

 それぞれの豊かさに出会い、自分らしく育む。 

誰もが文化芸術と触れ合い、自ら参加・創造し、心豊かに暮らす福井 

それぞれの楽しみをもっと応援！ 
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（２）文化芸術活動への参加促進 

   一人ひとりが文化芸術に触れ、創造活動に参加し、楽しさや感動を得ることは、精神的な

安らぎや生きる喜びとなり、心豊かな暮らしを実現する上で大切なものです。 

   県ではこれまで、県立文化施設内での展示・公演鑑賞機会にあわせて、講演会や体験機会

を設けるほか、楽器体験会によるアマチュアプレーヤーの掘り起こしや、誰もが表現活動を

発表できる「まちなかステージ」の設置支援等、創造的な活動に参加しやすい環境づくりに

取り組んできました。 

   今後は、県民一人ひとりが文化芸術を通して生活を豊かにし、自分らしさを育むことがで

きるよう、文化芸術活動を始めたい人とアーティストとのマッチングや、文化芸術活動を支

える鑑賞者の育成などを強化し、文化芸術活動へのさらなる参加促進を図ります。 

 

 【重点プロジェクト】 

  ●（公財）福井県文化振興事業団が運営する県内アーティスト等の人材データベースの充

実を図るとともに、文化芸術活動の知見を有する専門スタッフによるマッチング支援

を行います。 

  ● 対話型鑑賞7の普及やアート・コミュニケータ8の活動促進等により、文化芸術との出会

いを通じた交流機会の拡大や学びへの展開を図ります。 

  ●「ふくい県民総合文化祭」を、分野を超えた総合型の文化祭とすることなどにより、  

文化芸術活動実践者の交流・協働を促進します。また、SNS などを活用し、より多く

の県民の参加を促します。［再掲］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
7 対話型鑑賞：鑑賞者同士や学芸員等と言葉を交わしながらアート作品を鑑賞する方法 
8 アート・コミュニケータ：人と人、人と作品、人と場所等をつなぎ、アートを介してコミュニケーションを生み出す人材。全国各地で世代、

職業や立場を超えた多様な市民が参加するアート・コミュニケータ活動が展開されている。 

まちなかステージ（敦賀市） 芸術文化人材データベース 



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

コラム    一人ひとりがプレーヤーになろう 

県と（株）ヤマハミュージックジャパンとの連携により、

令和３（２０２１）年度からスタートした「おとまち＠福

井」プロジェクト。誰もが気軽に音楽の魅力に触れ、音楽に

よる仲間づくりにつなげてほしい。そんな思いから、県内各

地で楽器体験会を開催しているほか、市町ホールを拠点とす

る音楽サークルの設立・運営を支援しています。これまでに 

７つの市町でフルートやギターなどのサークルが新たに立ち上がり、メンバーが楽しみながら練

習に励んでいます。 

また、市町と連携しながら「まちなかステージ」の設置も推進中。現在、県内６か所に誰もが 

文化芸術活動を発表できるステージがあります。今後も気軽に発表できる場を拡充し、文化芸術

によるまちなかのにぎわいを創出します。 

音楽サークルによるジョイントコンサート 

Column 

01 
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（１）多様な担い手による創造的な活動の促進 

   文化芸術の持続的な発展のためには、性別、年齢、障がいの有無、国籍、地域などに関わ

らず、それぞれの個性や価値観の違いを互いに認め合い、創造活動の多様な担い手として、

その能力を最大限に発揮できる機会を創出することが必要です。 

   創作活動は、障がいのある人の自立や社会参加、高齢者の生きがいや生活の充実、介護予

防、健康づくりなどにつながるものです。 

   今後は、障がいのある人による創作や発表活動への支援の強化や、高齢者の文化芸術活動

の活性化を図るほか、在住外国人に対する日本語教育の充実等を図るなど、地域とともに多

様な担い手の創造的な活動を応援します。 

 

 【重点プロジェクト】 

  ● 共生社会の実現に向け、障がいの有無や年齢、国籍等に関わらず、多様な担い手の作品

を一堂に展示する展覧会の開催など、多様な主体の創造および鑑賞機会を拡充します。 

  ● 障がいのある方の文化芸術活動について、福祉施設等と連携し、創造および鑑賞活動

の機会を拡充します。 

  ● 障がいのある方の作品に関する権利保護や、芸術上の価値が高い作品に係る販売・公

演等について、円滑かつ適切に行われるよう支援体制を整備するとともに、商品化の実

現に向けた検討を進めます。 

  ● 日本語ボランティア養成講座の開催等により地域における外国人の児童生徒への日本

語教育の充実を図るとともに、「やさしい日本語」の利用を促進するなど、外国人が文

化芸術活動に参加しやすい環境を整備します。 

  ● 高齢者の表現活動を応援し、文化芸術を活用した高齢者の生きがいづくりや介護予防・

健康づくりを地域とともに支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障がいの有無や年齢に関わらず多様な作家の 
作品を一堂に展示する 

「まるまるつながるアートてん まる」 

障がいのある方たちによるコンサート 

施策の方向性❷ 県民すべての表現・参加機会の拡大 |  みんなが表現・参加できる機会をふやす！ 
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（２）誰もが文化芸術に親しめる環境の整備 

   誰もが文化芸術に親しみ、学ぶことができる場である県立文化施設については、劇場法や

改正された博物館法を踏まえ、関係機関とさらに連携し、地域社会の発展により一層寄与す

ることが求められています。 

   県ではこれまで、誰もが利用しやすい環境づくりを進めるため、県立文化施設のバリアフ

リー化・多言語化などに取り組んできました。施設内の環境づくりのほか、施設外の身近な

場においても文化芸術活動に参加できるよう、学校や地域において、学芸員による出張講座

や本県ゆかりの演奏家によるコンサートを開催してきました。 

   今後は、県立文化施設を身近な文化芸術振興の拠点として活用してもらえるよう、運営サ

ービスや利便性を一層向上するとともに、他の文化施設や地域との連携強化を図ります。ま

た、デジタル技術を用い、収蔵資料をはじめとする文化財の保存・活用、情報発信を進める

など地域間格差の解消に努め、誰もが身近に鑑賞・創造・参加できる機会を創出します。 

 

 【重点プロジェクト】 

  ● 県立文化施設における環境整備（音声ガイド、表示等の多言語化、ユニバーサルデザイ

ン化など）を一層進めます。 

  ● 県立文化施設において収蔵資料等のデジタルアーカイブの充実を図り、オンライン鑑

賞・閲覧ツールを整備するなど、あらゆる地域で文化芸術に親しめる環境づくりに努め

ます。 

  ● 地域の重要な資料の消失を防ぐため、デジタルアーカイブ化を進めるとともに、県立

文化施設や遊休施設等への受入れ・保存を検討します。 

  ● 対話型鑑賞の普及やアート・コミュニケータの活動促進等により、文化芸術との出会

いを通じた交流機会の拡大や学びへの展開を図ります。［再掲］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本県ゆかりのプロ音楽家が中学校等で 
室内楽コンサートを行う「出張音楽堂」 

一乗谷朝倉氏遺跡博物館における 
展示の多言語化 
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コ       アートの視点から共生社会を発信 

県では、令和 5（2023）年度から、障がいの有無や年代等

に関わらず、様々な人たちが創り出したアート作品を一堂

に展示する新しい展覧会「まるまるつながるアートてん  

まる」を開催しています。主に「障がい者アート」「現代美

術」「子ども美術」について、それぞれの独自性を輝かせる

コラボ展示を行い、全て優れたアート作品であるという共

生社会への理解が「はじ（まる）」「ひろ（まる）」「ふか   

（まる）」ことを目指しています。 

令和 6（2024）年 1 月に開催した第 1 回展覧会では、県内外から選抜された多様な作品約   

400 点が会場を彩り、多くの方にそれぞれの視点で鑑賞を楽しんでいただきました。 

「まるまるつながるアートてん まる」展示風景 

Column 

02 
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（１）次世代の育成 

   創造力と感性を備えた豊かな人間性を育むため、文化芸術は子どもたちの教育においても

極めて大切です。人口減少・少子高齢化などの社会状況の中で、将来の文化芸術の担い手を

育成するには、学校や地域において、子どもたちが継続して文化芸術に親しむことができる

機会を確保することが必要です。 

   県ではこれまで、子どもたちに文化芸術への興味・関心を高めてもらうため、質の高い展

覧会や公演を無料で鑑賞できる機会の提供や、学芸員による出前講座などを実施してきまし

た。また、学校では、郷土への愛着と誇りの醸成を図るため、全国に誇る先人たちや地域の

歴史への理解を深める「ふるさと教育」を推進しています。 

   今後はさらに、子どもたちの学びを効果的にするため、教育機関との連携を強化し、県立

文化施設での鑑賞・体験機会を一層充実するとともに、文化芸術活動実践者とも連携し、子

どもたちが地域においても継続して文化芸術活動に参加できるよう、地域の実情に応じた環

境づくりや体制強化を図ります。 

   また、アーティストを志す子どもたちと国内外で活躍するアーティストや文化芸術に関す

る有識者との交流機会を創出するほか、応援するしくみを創設するなど、次世代の文化芸術

を担う創造性豊かな人材育成・確保に努めます。 

 

 【重点プロジェクト】 

  ● 県立文化施設において、児童生徒を対象とする鑑賞・体験プログラムをさらに充実し

ます。 

  ● 地域の子ども向け文化クラブの創設など、文化芸術活動実践者と連携し、地域での伝

統文化や地域の特色ある文化芸術活動等を体験できる機会を提供します。 

  ● 学校の文化部活動の地域移行を進める学校等に対して文化芸術活動実践者とのマッチ

ング支援を行うなど、子どもたちの持続可能な文化芸術活動の機会を確保します。 

  ●アーティストを目指す子どもたちなどの相談や実技指導等に対応できるしくみを検討

します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

学芸員による出前講座「ふれあいミュージアム」 県立文化施設の企画展等を無料で鑑賞できる 

「学校鑑賞会」 

施策の方向性❸ 文化芸術を振興する次世代の育成 |   

 ここにある輝きを、これからへ贈る。 

みんなで地域の文化を守り、育て、未来へ引き継ぐ福井 

文化芸術の担い手を育てる！ 
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（２）若手アーティストの育成 

   本県の創造的な文化芸術活動の活性化を図るためには、アーティストの水準を向上させる

ことが重要です。しかし、芸術系の高等教育機関がない福井県においては若手アーティスト

やアーティストを志す人材が県外に流出する傾向が強くあります。 

   県ではこれまで、県内で活躍する将来有望な若手アーティストを選出し、県内外での発表

の場を創出するなどして、その活動を支援してきました。 

   今後は、若手アーティストが創造的で積極的な活動に継続して従事することができるよう、

県内外での発表活動を支援するほか、文化芸術活動の知見を有する専門スタッフによる伴走

型支援を通じて、アーティスト間の連携・協働を促し、取組みを発展させ、新しい価値の創

造につなげます。 

   また、本県で活躍するアーティストのさらなる飛躍を応援するしくみの創設を検討します。 

 

 【重点プロジェクト】 

  ●（公財）福井県文化振興事業団が運営する県内アーティスト等の人材データベースの充

実を図り、発表機会を求めるアーティストと、活動を支援したい地域や企業とのマッチ

ング支援を行い、若手アーティストの活動の場を拡げます。 

  ● 分野を超えた県内外の若手アーティスト同士の交流を促進し、アーティスト間の連携・

協働による発展的な取組みを支援します。 

  ● 文化芸術に対する寄附や作品の購入等、支援の意識を醸成するとともに、企業等によ

るトップアーティストを目指す若手人材への投資を促すしくみについて検討します。 

  ● アーティストを目指す子どもたちなどの相談や実技指導等に対応できるしくみを検討

します。［再掲］ 

 

 

 

  

県内若手美術家の東京個展開催を支援する 
「ふくいアートアタック」 

福井県ゆかりのプロ音楽家 
「越のルビーアーティスト」によるコンサート 
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コ    はばたけ！福井のアーティスト 

 福井県出身の将来有望なアーティストを育成するための

取組みとして「越のルビーアーティストバンク」があります。

（公財）福井県文化振興事業団内に設置されているこのバン

クには、厳しいオーディションを経て選出されたクラシック

音楽の演奏家等が登録されており（令和 6（2024）年 3 月末

時点で 55 名）、依頼に応じて県内各地で演奏活動を行うなど、

活躍の場を広げています。 

 また、令和 3（2021）年度から実施している若手美術家育

成事業「アートアタック」では、公募により選出された作家

に対して東京での個展開催の支援を行っており、選出された

作家にとって知名度向上、ビジネス拡大の足掛かりとなって

います。 

 福井のアーティストたちのさらなる飛躍が期待されます。 

 

「越のルビーアーティスト」による出張コンサート 

「アートアタック」東京個展でのギャラリートーク 

Column 

03 
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（１）有形・無形の文化財や文化的・歴史的景観の保存・継承・活用 

   県内各地の豊かな地域の文化は、一つ一つが独自の価値を持つだけでなく、福井らしさを

物語るものとして、地域への誇りや愛着を深めることにつながっています。しかし、人口減

少・少子高齢化などにより、保存・継承が困難になっており、各地域の現状や課題に応じた

措置を講じることが必要となっています。 

   県ではこれまで、国や市町と連携しながら文化財の指定・登録を推進し、指定文化財等の

所有者や保存会等を支援するとともに、国が認定する文化財保存活用地域計画や景観法に基

づく景観計画の策定、伝統的民家群保存活用推進地区指定などを市町に促し、これらの計画

等に基づく地域の文化の保存・継承に取り組む市町や地区を支援してきました。さらに、文

化的・歴史的景観の維持・向上に取り組む団体や日本遺産9のように地域の文化をストーリー

で発信する団体の活動を支援しています。 

   今後は、社会全体で保存・継承に取り組むことができるよう、地域の文化の価値への一層

の理解を図るとともに、市町等とともに保存・活用策を検討し、必要な支援措置を講じてい

きます。また、方言や伝統行事などの豊かな地域の文化について、おもてなしの一環として

活用を促進し、シビックプライドの醸成やファンの裾野拡大を図ります。 
 

 【重点プロジェクト】 

  ● 市町や所有者、保存会、文化財保存活用支援団体10などによる地域の文化の計画的な保

存・活用を支援します。 

  ● 衰退が危ぶまれる伝統行事等のデジタルアーカイブ化を進め、保存・継承を図ります。 

  ● 県立文化施設、他の文化施設、地域間の連携強化による調査・研究、展示・教育普及へ

の活用を推進し、地域の文化の価値や魅力の国内外への発信を強化します。 

  ● 地域の重要な資料の消失を防ぐため、デジタルアーカイブ化を進めるとともに、県立

文化施設や遊休施設等への受入れ・保存を検討します。［再掲］ 

  ● 地域の求めに応じ、学芸員による地域の重要資料の保管・展示アドバイスを行います。 

  ● 地域の文化資源とも言える福井の方言について観光施設や交通機関等に積極的な活用

を促し、方言による福井ならではのおもてなしを推進します。 

  ● コンベンションなど、おもてなしの場における伝統芸能等の披露を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
9 日本遺産（Japan Heritage）：地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを認定する文化庁の

制度。ストーリーを語る上で不可欠な魅力ある有形・無形の様々な文化財群を総合的に活用する取組みを支援している。 
10 文化財保存活用支援団体：地域において、文化財所有者の相談に応じたり調査研究を行ったりする民間団体等で、市町村が文化財保護法に基

づいて指定するもの。 

日本遺産「御食国若狭と鯖街道」での鯖街道踏破体験学習 福井ふるさと百景のひとつ大安禅寺「千畳敷」の清掃活動 

施策の方向性❹ 地域の文化の振興 |  地域の文化をのこす・つたえる！ 
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（２）地域の文化を支える人材の確保 

   地域の文化を保存・継承するためには、伝統芸能の伝承者や文化財修理、用具・原材料確

保を行う人材など、地域の伝統行事を支える人手の確保や、固有の技術等を受け継ぐ人材の

育成が必要です。しかし、人口減少、生活様式の変化などの影響により、それぞれの地域で

人材を確保していくことが非常に困難になっています。 

   県ではこれまで、伝統工芸の後継者や文化財の修理技術者など高いスキルを持つ専門人材

の育成に取り組むほか、民間団体が行う「ふくいヘリテージマネージャー（地域に眠る歴史

的建造物の保存・活用のための人材）」の養成を支援してきました。 

   また、地域の伝統行事を支える核となる保存会や自治会などの活動を活性化させることも

必要です。令和５（2023）年度、県では、自治会の新たな担い手を確保するためのイベント

支援や、県自治会連合会が行う加入促進のための取組み支援を行いました。 

   今後は、地域外の人材とのマッチングや、企業などと協働した社会全体での地域の伝統行

事等に参加しやすいしくみづくりを推進するとともに、市町等の保存・活用策とあわせて、

長期的視点で専門人材や後継者を確保するために必要な支援措置を講じていきます。 

 

 【重点プロジェクト】 

  ● 文化財の修理現場において、技術・技能の継承のための人材育成（研修会等）や、文化

財の理解促進・魅力発信のための見学会等を開催します。 

  ● ボランティア休暇の推進など、企業などと協働した、地域の伝統行事等に参加しやす

い環境やしくみづくりを進めます。 

  ● 地域の文化振興を支えるボランティア活動の活発化のため、地域通貨の活用等を検討

します。 

  ● 社会貢献活動のマッチングシステム等を活用し、地域の文化を守りたい地元と活動に

関わりたい地域外の人々をつなぎます。 

  ● 伝統芸能など地域の文化を再生するため、これらをプロデュースする人材の育成や、

県外の専門人材の活用を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝統工芸職人塾（越前漆器） 文化財修理等の人材育成研修 
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コラ  地域の文化の語り部になろう！ 

地域の歴史的魅力や特色を通じて、日本各地の文化・伝統

を紹介する「日本遺産」には、県内に関連するものとして  

５件※認定されています。 

 県、福井市、勝山市、関係団体で構成する「福井・勝山日

本遺産活用推進協議会」では、多様な石を用いた福井と勝

山のまちづくりや文化をテーマとした日本遺産をＰＲして

います。白山平泉寺と一乗谷とのつながりや、石を用いた 

まちづくりの歴史を学び、その知識を日頃のガイド活動に活かすことを目的とした認定ガイド

養成講座の開催や、地元の小学生が地域の歴史や文化を学び自ら未来へと語り継ぐ活動など、観

光誘客や地域活性化に取り組んでいます。 
 
   ※県内に関連する日本遺産 

➀ 海と都をつなぐ若狭の往来文化遺産群 ～御食国（みけつくに）若狭と鯖街道～ 

② 荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間 ～北前船寄港地・船主集落～ 

③ きっと恋する六古窯 ―日本生まれ日本育ちのやきもの産地― 

④ 400 年の歴史の扉を開ける旅 ～石から読み解く中世・近世のまちづくり 越前・福井～ 

⑤ 海を越えた鉄道 ～世界へつながる 鉄路のキセキ～ 

コ      福井の方言でおもてなしを！ 

 近年ＳＮＳ等情報ネットワークが発達し、観光において

個人の価値観や志向が反映されるようになり、旅行者はそ

の土地でしかできない体験や、地域の人との交流を求める

ようになってきました。そのような中、地域固有の文化で

ある方言でおもてなしを受けることや、まちなかで地元の

人同士の会話を耳にすることは、旅行者にとって特別な体

験といえます。 

 そこで県では、まずは県民がふるさとの言葉に親しみ、福井への愛着をより一層深めることを

目的に、方言を用いたＴシャツやラインスタンプの販売、観光案内所への方言紹介カードの設置

など、県民が楽しみながら参加できる方言活用の取組みを進めてきました。 

 今後も引き続き、方言を用いたおもてなし機運の醸成を図り、本県独自の文化の発信につな

げていきます。 

日本遺産ガイドツアーの様子 

方言紹介カード 

Column 

05 

Column 

04 
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（１）アートを活かしたまちなかの活性化 

   文化芸術活動の拠点は文化施設に限らず、まちなかや公園、遊休施設など様々な空間へと

広がっており、県内でも、まちなかを文化芸術活動の発表や体験の場として利用し、地域づ

くりやにぎわい創出につなげようとする取組みが始まっています。  

   県はこれまで、まちかどでのミニコンサートの開催や誰もが自らの文化芸術活動を発表で

きる「まちなかステージ」の設置を市町と連携して進めてきました。また、JR 福井駅や駅周

辺の中央公園などを会場とした、サブカルチャーやストリートカルチャーのフェスティバル

開催など、若者文化を活用したにぎわい創出にも取り組んできました。 

   今後は、民間主体のまちなかの活性化に資するアートプロジェクト11への支援を強化し、文

化芸術を活用した新たな地域の魅力創出につなげます。 

 【重点プロジェクト】 

  ● 「まちなかステージ」の増設など、まちなかで県民が文化芸術活動の発表を気軽にでき

る場づくりを一層進めます。 

  ● まちなかの活性化に資するアートプロジェクトを実践する団体への支援を強化します。 

 また、団体同士または地域を構成する多様な主体とのネットワーク形成を促進します。 

  ● 文化芸術活動を通して地域振興やコミュニティづくりに積極的・継続的に関わる団体 

（ＮＰＯ法人等）の活動を支援します。［再掲］ 

  ● 民間による、まちなかや駅などにおけるアートの効果的な活用について、「芸術文化アド

バイザー」を派遣し、助言するなどの支援を行います。 

  ● 県民も訪れる人もアートに触れることができる、まちなかのアートスポットの設置を 

支援します。 

  ● 芸術系の学生の県内活動拠点づくりやアート交流を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
11 アートプロジェクト：1990 年代以降に全国各地で展開されるようになった社会と関わるアート活動。アートが地域社会や様々な領域と関わる

ことにより、経済・産業振興、観光振興、コミュニティ形成の観点からも注目される。なお、「アート」はアーティスト等の専門家が創る芸術の

意味で使われてきたが、現代では、作品の形態をもたない表現や、制作過程に意味があるもの、コミュニティと関わり人々の関係性に変化をも

たらすものなど、あり方が多様化するとともに、「アート」の概念や含意が拡張している。本県では、このようなアートの概念を踏まえ、地域の

文化やコミュニティの関係性づくり等もアートとしてとらえる。 

「ストリートカルチャーフェス」での 
スケートボード体験 

 

万葉文化を活用した地域づくり 

施策の方向性❺ 文化芸術を活用した地域社会の再生と創造｜ 文化芸術で地域独自の魅力アップ！ 
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（２）文化施設の機能拡充 

   文化施設がより身近な存在となるよう、県立文化施設の運営サービスや利便性の一層の向

上を図るとともに、地域の活力向上のため、地域を構成する多様な主体と連携することが求

められています。 

   県立文化施設では、これまでも県民の学びの場として、歴史や芸術、民俗、産業、自然科

学等に関する資料を収集し、保存、調査・研究、展示・教育普及を行ってきました。また、ホ

ームページやＳＮＳでの情報発信の強化、他の文化施設との連携による共通パスポートの発

行など利用促進に努めています。 

   今後はさらに、観光、まちづくり、国際交流などの分野においても、中核（ハブ）としての役

割を果たす存在となるよう、県立文化施設のあり方を検討し、必要な機能強化を図ります。 

 【重点プロジェクト】 

  ● 県立文化施設の運営サービスの質を一層向上するため、民間の資金やノウハウを取り 

入れるなど、開かれた施設としてさらなる利用促進を図ります。［再掲］ 

  ● 県立文化施設、他の文化施設、地域間の連携強化による調査・研究、展示・教育普及へ

の活用を推進し、地域の文化の価値や魅力の国内外への発信を強化します。［再掲］ 

  ● 地域の重要な資料の消失を防ぐため、デジタルアーカイブ化を進めるとともに、県立

文化施設や遊休施設等への受入れ・保存を検討します。［再掲］ 

  ● 県内の文化施設間のネットワークを構築し、さらなる利用促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  あ12 

 

  

 
12 アーティスト・イン・レジデンス（Artist in Residence, AIR）：芸術家が一定期間、常時とは異なる場所に滞在し、芸術活動やリサーチを行う

こと、またその支援を行うこと。 

アートの視点で見つめ直す、地域の魅力 

 大本山永平寺を有し、「禅の里」として知られる永平寺町で

は、文化芸術活動を通じて地域の活性化と禅文化の再評価に

つなげようと、アーティスト・イン・レジデンス  を実施して

います。令和 5（2023）年度には、公募で選ばれた 2 名のア

ーティストが約３か月間滞在し、地域住民と交流しながら写

真やインスタレーションなどの作品を制作。成果発表として

開催した展覧会には、県内外から約 5 千人が訪れました。 

アーティストの目線で引き出された地域の魅力が、暮らす人、働く人の地域への愛着、文化芸術

への関心を深め、人と人、人と文化の様々な「つながり」を生み出すことにつながっています。 

国立公文書館、国立国会図書館、ジャパンサーチなどと 
連携した歴史資料等の総合的なアーカイブ（県文書館） 

12 

成果発表展の様子 

若狭歴史博物館が企画展に合わせて開催した 
三方五湖の伝統漁法「たたき網漁」体験 

Column 

06 
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（１）地域プロジェクト型アート活動への支援 

   地域の文化の保存・継承、文化芸術による地域経済の活性化が重要視されるなど、文化振

興に対する期待が高まっています。また、近年、地域の新たな価値創造・発信を目的とした

芸術祭やアートフェスティバルが各地で開催されるようになり、人々の交流を通じた内外へ

の発信によって、観光誘客や関係人口の増加による地域活性化の効果が生まれています。 

   県内では、アートプロジェクトとしてのアーティスト・イン・レジデンスや音楽イベント

などが実施されるようになり、県ではこうした活動を支援するため、（公財）福井県文化振興

事業団に「芸術文化アドバイザー」を配置し、活動へのアドバイスを行っているほか、令和

５（２０２３）年度からは、「アーティスト・サポーター」を配置し、各地のアートプロジェ

クトの伴走型支援を行っています。 

   今後は、さらに発展的で持続的な取組みとなるよう、アートプロジェクトをマネジメント

するプロデューサー人材の育成など、支援の強化を図ります。 

 

 【重点プロジェクト】 

  ● 文化芸術活動の知見を有する専門スタッフを配置し、アートプロジェクト実践者に対

する伴走型支援を充実します。 

  ● 地域プロジェクト型アート活動をプロデュース（活動の仲介や調整など）する人材を

育成するためのセミナー等を開催します。 

  ● 県内各地のアーティスト・イン・レジデンス拠点を拡大し、ネットワーク化することに

より交流拡大を図ります。 

  ● 国内外のアーティストが参加する国際的なアートイベントの開催について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アーティスト・サポーターを交えた交流会 丸岡城霞ヶ城公園で開催された 
野外ジャズコンサート 

施策の方向性❻ 文化芸術による交流機会の拡大 |  

 文化でつながる。文化でつくり出す。 

文化芸術の新たな価値を創造・発信し、県民と訪れる人がともに楽しむ福井 

文化芸術で世界とつながる！ 
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（２）文化芸術を最大限活用した文化観光の推進 

   日本文化について理解を深めることを観光の目的とする外国人観光客が増加していますが、

本県の外国人観光客数は全国と比較して少ない状況にあります。グローバル化と人口減少の

中で、改めて、本県の豊かで多様なローカルの魅力（地域の文化）を観光資源の主要なもの

として国内外に伝え、誘客拡大を図り、地域活性化につなげることが必要です。 

   県では、一乗谷朝倉氏遺跡および一乗谷朝倉氏遺跡博物館や大本山永平寺を拠点とする文

化観光推進法による認定計画に基づき、外国人観光客の受入環境整備、特別な体験コンテン

ツの拡充等を進めています。あわせて、ZEN（禅文化）や日本遺産などを最大限活用した訪

日プロモーションを実施しています。 

   今後は、文化観光の拠点になりうる地域のブラッシュアップを図るとともに、拠点同士を

結びつけ、広域周遊を進めます。さらには、北陸三県など近隣府県の文化観光拠点との連携

により、一層の交流拡大を図ります。 
 

 【重点プロジェクト】 

  ● 北陸三県など近隣府県の文化施設と連携したテーマ展、共同イベント等の開催により、

広域周遊を推進します。 

  ● 県立文化施設における環境整備（音声ガイド、表示等の多言語化、ユニバーサルデザイ

ン化など）を一層進めます。［再掲］ 

  ● 県立文化施設において特別な体験コンテンツづくりを一層進めるとともに、広く海外

に紹介するためインターネットを活用した情報発信を強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

越前市和紙の里でのアーティスト・イン・レジデンス 
（アメリカ・アイオワ大学との交流） 

一乗谷朝倉氏遺跡博物館朝倉館原寸再現での 

「現代版の饗応の宴」 
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（３）国際的な文化交流の充実 

   気候変動や持続可能な開発といった地球規模の課題とその解決に向けた文化の役割と貢献

が重要視されています。文化芸術を通じた相互理解を実現するためには、世界の多様で豊か

な文化を理解し、受け入れることに留意しながら国際文化交流を進めることが重要です。 

   県ではこれまで、「Ｆｕｋｕｉレポーターズ」13による国内外への情報発信を行ってきたほ

か、アーティストが地域において活動し、住民と交流する音楽祭の開催などを支援してきま

した。 

   今後は、本県で開催される国際的な文化・スポーツイベントや学会、展示会など、様々な

国際交流の機会をとらえて福井の文化芸術の魅力を発信するとともに、多様性に満ちた諸外

国との相互理解を進めます。また、外国人等とのネットワークや友好都市提携による交流機

会、近隣府県で開催される国際的文化交流イベント（東アジア文化都市など）の機会を活か

して本県の魅力発信を強化していきます。 

 

 【重点プロジェクト】 

  ● 文化芸術に関する国際機関や国内美術系大学、海外のアーティスト・イン・レジデンス

の拠点等との連携により、国際的な文化交流の機会を創出します。 

  ● 国際的な文化・スポーツイベントや展示会・見本市、学会等の開催に合わせ、文化交流

の機会を創出します。 

  ● 県や市町等が提携している友好都市、姉妹都市などとの関係を活かし、海外との文化

交流、相互理解促進を図ります。 

  ● 県立文化施設と海外文化施設や海外文化芸術団体との交流・連携により、質の高い展

示や公演開催を検討します。 

  ● 国内外のアーティストが参加する国際的なアートイベントの開催について検討します。 

   ［再掲］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
13 Fukui レポーターズ：県が本県在住の外国人（外国語指導助手（ALT）や留学生など）に委嘱。県内観光地訪問や地域のイベント等への参加

の機会をつくることにより、SNS 等を通じた国内外への本県の魅力発信を促進している。 

日本スポーツマスターズ 2023 福井大会 
レセプションでの「帯のまち流し」披露 

Fukui レポーターズの活動風景（田植え体験） 
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コ    国を超えて、アートでつながる 

 県内で行われている文化芸術を通じた国際交流の一環と

して、平成 2（1990）年から続く「武生国際音楽祭」が      

あります。世界中から一流の音楽家を招いて開催される  

この音楽祭は、演奏会・ワークショップ・アカデミーの三本

柱から成り、コンサートだけでなく、音楽を志す人たちの学

びの場ともなっています。また、ショッピングセンターや文化 

施設など、ホール以外の様々な場所で「まちなかコンサート」が開催されており、期間中、誰も

が世界レベルの音楽に触れ、国際交流に加わることができる貴重な機会を創出しています。 

県内では、他に、越前和紙の産地における国際的なアートイベントなども開催されており、   

文化芸術による国際交流のさらなる発展が期待されます。 

講習会の様子 

 

Column 

07 

©JUMPEI TAINAKA  
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（１）文化芸術活動を応援する企業の拡大 

   近年、企業に CSR（企業の社会的責任）が求められるようになり、企業が行う社会課題の

解決のための活動の一つとして企業メセナ活動14が広く行われるようになっています。多様

な価値観のもと豊かな社会を築くため、地域社会の一員としての企業による文化芸術への支

援は重要性を増しています。令和５（2023）年度、県内企業を対象に行ったアンケート調査

では、約６割の企業が、過去にメセナ活動を行ったと回答しました。 

   今後は、さらに、県内企業のメセナ活動の意義や効果への理解を促進し、積極的に取り組

む企業を増やしていくためのしくみを創設します。 

 

 【重点プロジェクト】 

  ● 先進事例の共有等により、メセナ活動の意義や効果についての理解を広げるセミナー

を開催するとともに、メセナ活動に関心のある企業のネットワークづくりを行います。 

  ● メセナ活動の評価指標などを設定・導入するとともに、他社のモデルとなるようなメ

セナ活動を行う企業を顕彰するため、アワードの創設等を行います。 

  ● 県内アーティストの作品購入といった投資や県内アーティストの作品を返礼品として

寄附を促すことなど、文化芸術活動と企業とのマッチングを図るしくみを検討します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
14 企業メセナ活動：企業が資金等を提供し、文化芸術活動を企画するなど、文化・芸術活動を支援すること 

福井銀行本店ビルに設けられているギャラリー 販売機会創出を目的とした 
飲食店等における県内美術家の作品展示 

施策の方向性❼ 文化芸術によるクリエイティブな経済の活性化 |  文化芸術×経済により新たな力を！ 
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（２）文化芸術と地域経済の有機的な連携創出 

   アートやファッション、デザイン、映像制作などのクリエイティブ産業15を含めた産業界に

おいても、文化芸術を創造的な経済活動の源泉と捉える動きがあります。また、誰もが身近

な暮らしの中に文化芸術を取り入れていく機運を醸成することも重要です。 

   本県は、伝統工芸や繊維、眼鏡など、ものづくり産業が盛んな地域であり、各分野でオン

リーワンの技術を誇る企業が数多く集積しています。そうした地域の産業が、文化芸術への

投資を行うことにより、新たな価値を創造し、需要を拡大する循環をつくることが文化芸術

を支えることにつながります。 

   県ではこれまで、伝統工芸産地における産業観光イベントの開催支援などを実施してきま

した。産業観光イベントを通じて伝統工芸品の需要が拡大し、その成果が新たな文化芸術関

連（クリエイティブ産業）への投資や新たな価値創造につながり、産地が活性化するという

好循環を生み出しています。 

   今後は、さらに、こうした文化芸術と地域経済の好循環の成功モデルの周知等を図り、他

の地域においてもクリエイティブ産業との連携を通じて文化芸術活動実践者に投資がなされ、

この投資が、県内アーティスト活動への資金還元へとつながる有機的な連携の創出を目指し

ます。 

 

 【重点プロジェクト】 

  ● 県内アーティスト等を紹介する人材データベースの充実を図り、アーティスト、デザ

イナーと企業等とのビジネスマッチングを行うことにより、クリエイティブ産業の活

性化につなげます。 

  ● 越前焼や越前和紙、若狭塗などの伝統工芸産地と県立文化施設との連携により、他の

地域にはない新たな観光コンテンツを開発します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
15 日本における「クリエイティブ産業」の定義：価格ではなくクリエイティビティの付加価値によって市場から選択されるモノ・コト・ヒトか

らなる。「クリエイティビティ」とは、個人的・組織的な製品（モノ）の製造・流通プロセス及びサービス（コト）の提供プロセスにおいてなさ

れる独創的または固有のインプットのことであり、また個人（ヒト）が人的資源として保有するそのようなスキル・才能のことをいう。なお、

「独創的または固有のインプット」とは、芸術的・文化的・知的・伝統的・革新的な取組みを含む。（対象分野：ファッション、食、広告など） 

全国から様々な職人が越前市に集う 
「千年未来工藝祭」 

眼鏡フレーム生産日本一の鯖江市から 
眼鏡の魅力を発信する「めがねフェス」 
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コラ     伝統工芸産地に吹く新しい風 

 鯖江市、越前市、越前町で開催されている体感型マーケッ

ト「RENEW」は、県内最大の産業観光イベント。普段出入り

できない工房を開放し、ものづくりの現場を体験することが

できます。平成 27（2015）年から、徐々に開催エリアや参加

社数を増やし、令和５（2023）年には 94 社の工房・企業が

参加。全国から延べ 31,000 人が来場しました。イベントの狙

いは、産業観光を通じた持続可能な地域づくりであり、若者 

を中心に、毎年県内外から多くの参加者が訪れる産地では、新しい商品づくりや 9 年間で 35 の

工房、ショップ、ギャラリーのオープン、移住者の増加、新たな雇用創出などといった効果が現

れています。 

今後は、伝統工芸に限らず、本県の高い技術力を持つ企業と文化芸術のコラボによる新たな取

組みが生まれるよう、支援を強化します。 

RENEW における体験イベント 

Column 

08 
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 各施策の展開にあたっては、県だけでなく、県民をはじめ、文化芸術活動実践者、文化施設、

教育機関、市町、企業、（公財）福井県文化振興事業団など様々な主体が連携しながら、主体的に

活動することが必要です。 

 

１ 各主体の役割  

県 民 
・一人ひとりが地域の文化の担い手であることを認識し、自主的・主体的

に文化芸術を楽しみ、本県の文化を振興 

文化芸術活動 

実践者 

・それぞれが持つ知識や経験を活かし、各分野の活動を牽引するととも

に、担い手の育成、地域の文化の継承に貢献 

文化施設 

・文化芸術の普及・創造・発信の拠点となり、関係機関と連携しながら、

多彩な文化芸術を観る・体験する機会を提供 

・同時に、まちづくりや地域活性化の核として、地域の発展や豊かな暮ら

しづくりなどに貢献 

教育機関 

・小中高校などの教育機関：学校教育や課外活動を活用し、文化施設等と

も連携しながら、文化芸術の鑑賞・体験機会を拡充、ふるさと教育を推

進 

・大学など高等教育機関：教育・研究機関としてその知識や専門性を活か

し、地域の文化振興に必要な調査・研究、文化芸術の振興に関わる人材

の育成などに貢献 

市 町 

・最も住民に近い行政機関として、多様な主体との連携を図り、地域の特

性にあわせながら住民主体の活動を支援するとともに、有形・無形、指

定・未指定の文化財や地域の文化の保存・継承・活用を推進 

企 業 

・地域社会の構成員として、自らの事業ノウハウや人材等の経営資源を活

かした地域の文化芸術活動への積極的な支援を行うとともに、作品購入

など、経済面での援助を積極的に行うことで、文化芸術の振興に貢献 

公益財団法人 

福井県文化振興 

事業団 

・県民の文化意識の高揚を図り、個性豊かな地域の生活文化の向上・発展

に寄与するために設立された団体 

・県立音楽堂の指定管理を長年担うことで築いた人的ネットワークや経

験を活かした事業展開に加え、県内の文化芸術活動実践者と、文化芸術

の枠を超えた幅広い分野の活動主体とのネットワークづくりを進め、持

続的・発展的な取組みへと導く伴走型の支援を行う中間支援機関として

確立 

・県は、事業団に文化芸術に関係する専門人材を配置するなどの機能強化

を推進 

 

計画の推進 第５章 
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２ 進行管理 

「福井県長期ビジョン」に掲げる主要政策の実践目標の達成状況を評価・検証するとともに、

本計画に基づく重点プロジェクトとして取り組む事業の定量的評価を毎年度行いながら着実に

実施します。また、事業ごとの参加者アンケートなどから結果を検証し、フォローアップを行

います。 

そのうえで、本計画の全体的な効果検証にあたっては、次の参考指標を設定することとし、

５か年毎の県民アンケート調査結果等により、各指標が５年後、どの程度変化したのか、その

要因は何かなどを研究し、本計画の見直しを行います。 

【参考指標】 

指 標 現状値 備 考 

過去１年間に、芸術鑑賞以外の文化芸術活動への参

加もしくはボランティアとして活動支援をした者の

割合 

２２．３％ 

（R４(2022)年度調査） 
福井県調べ 

地域の文化的環境に対する県民満足度 
３４．３％ 

（R４(2022)年度調査） 
福井県調べ 

過去１年間に地域文化（支援）活動に取り組んだ  

企業の割合 

５６．８％ 

（R５(2023)年度調査） 

福井県、（公財）福井県文化
振興事業団、福井県商工会
議所連合会調べ 

福井県ゆかりのアーティストや文化芸術団体等を 

登録する人材データベースの登録件数 

８６件 

（R6(2024)年３月末） 

（公財）福井県文化振興事
業団が管理・運営する「芸
術文化人材データベース」

および「越のルビーアーテ
ィストバンク」 
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 参考資料１  福井県の文化芸術をとりまく現状 

       １－１）人口減少と少子高齢化の進行 

       １－２）大交流化（新幹線、高速交通網整備） 

       １－３）デジタル化の急速な進展 

       １－４）SDGｓ（持続可能な開発目標）の達成に向けた取組みの推進 

 

 参考資料２  国の動向（関係法令の制定・改正の状況） 

       ２－１）「文化芸術振興基本法」の改正 

       ２－２）「文化芸術推進基本計画（第１期）」の策定 

       ２－３）「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」の制定  

       ２－４）「文化財保護法」の改正 

       ２－５）「文化観光推進法」の制定 

       ２－６）「博物館法」の改正 

       ２－７）「文化芸術推進基本計画（第 2 期）」の策定 

 

 参考資料３ 福井県の文化的環境（全国との比較） 

 

 参考資料４ 県民アンケート等の結果 

       ４－１）県民の文化に関する意識調査 

       ４－２）本県の文化芸術活動に関するアンケート調査（団体調査） 

       ４－３）無形民俗文化財に関するアンケート調査 

       ４－４）企業による地域文化（支援）活動に関する調査 

 

 参考資料５ 「福井県文化振興プラン（仮称）」策定委員会委員名簿 

 

 参考資料６ 「福井県文化振興プラン」策定の過程 

 

  

資 料 編 
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社人研による推計値

参考資料１ 福井県の文化芸術をとりまく現状 

１－１）人口減少と少子高齢化の進行 

 本県の人口は、平成 12（2000）年の 82.9 万人をピークに減少が続き、令和 2（2020）年時点

で 76.7 万人となっています。さらに、令和 22（2040）年には 63.9 万人になることが見込まれ

ており、老年人口が増加する一方、年少人口や生産年齢人口はほぼ一貫して減少すると推計され

ています。人口減少は、各地域において需要の減少をもたらし、地域経済をはじめ、地域の社会

システムに様々な影響を与えることが指摘されています。 

福井県の総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－２）大交流化（新幹線、高速交通網整備） 

 令和 6（2024）年、ついに北陸新幹線福井・敦賀開業が実現しました。今後は、一日も早

い大阪までの全線開業の実現を目指しています。また、令和 8（2026）年春には中部縦貫自

動車道の県内全線開通も予定されており、こうした高速交通網の整備進展によって、福井県

は首都圏と直結するとともに、中京・関西との時間距離も短縮され、三大都市圏とのアクセ

スが極めて有利な地域になります。このことは、国内外との交流を推し進める 100 年に一

度ともいわれるチャンスであり、この機を観光誘客や市場開拓・販路拡大、都市人材の誘致

など、地域・産業の活性化に最大限に活かしていくことが必要です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「都道府県別将来推計人口（R5推計）」 

越前たけふ駅 
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１－３）デジタル化の急速な進展 

 近年、デジタル技術が急速に進展しており、国では、こうした技術の社会実装を進め、仮

想空間と現実空間を高度に融合させたシステムによって、経済発展と社会的課題の解決を両

立する人間中心の社会「Society5.0」を実現することとしています。 

 令和 3（2021）年にはデジタル庁が創設されたことに加え、令和 4（2022）年には「デジ

タル田園都市国家構想」が公表され、デジタルの力で、地方の個性を活かしながら社会課題

の解決と魅力向上を図ることとしています。本県においても令和 2（2020）年度に「福井県

DX 推進プログラム」をとりまとめ、あらゆる分野におけるデジタルトランスフォーメーシ

ョン（DX）を推進しています。 

 

１－４）SDGｓ（持続可能な開発目標）の達成に向けた取組みの推進 

 SDGs（持続可能な開発目標）は、平成 27（2015）年 9 月の国連サミットにおいて採択され

た令和 12（2030）年を期限とする国際目標であり、持続可能でよりよい世界を目指すための 17

の目標と 169 のターゲットから構成され、「誰一人取り残さない」社会の実現を誓っています。 

 本県は、令和 3（2021）年に内閣府「SDGs 未来都市」16に選定されており、「福井の未来を担

う次世代の育成」を取組みの中心に位置づけ、経済・社会・環境の好循環を生み出しながら、持

続可能な地域となることを目指しています。達成に向けては、全ての人の行動が求められていま

す。 

 

  

  

 
16 SDGs 未来都市：SDGs の理念に沿った基本的・総合的取組みを推進しようとする都市・地域の中から、特に、経済・社会・環境の三側面に

おける新しい価値を創出して持続可能な開発を実現するポテンシャルが高い都市・地域として内閣府が選定するもの。 
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参考資料２ 国の動向（関係法令の制定・改正の状況） 

２－１）「文化芸術振興基本法」の改正 

 文化芸術全般にわたる法律として、平成 29（2017）年に「文化芸術振興基本法」が改正され、

名称も「文化芸術基本法」に改められました。  

 この改正では、これまでの文化芸術をさらに充実しつつ、観光やまちづくり、国際交流、福祉、

教育、産業等の文化芸術に関連する分野の施策についても新たに法律の範囲に取り込むととも

に、文化芸術により生み出される様々な価値を文化芸術のさらなる継承、発展および創造に活用

し、好循環を創出させることが示されています。 

 

２－２）「文化芸術推進基本計画（第１期）」の策定  

文化芸術基本法に基づき、文化芸術に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため「文化

芸術推進基本計画」を策定することとなり、平成 30（2018）年に第１期の基本計画（平成 30

（2018）年度～令和 4（2022）年度を計画期間とする）が策定されました。 

本計画では、文化芸術により生み出される本質的価値及び社会的・経済的価値を文化芸術の継

承、発展及び創造に「活用・好循環させる」ことが示されています。 

 

２－３）「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」の制定  

 障がい者による文化芸術活動を通じて障がいのある人の個性と能力の発揮、および社会参加

の促進を図ることを目的として、平成 30（2018）年に「障害者による文化芸術活動の推進に関

する法律」が制定され、平成 31（2019）年には、同法第 7 条に基づく「障害者による文化芸術

活動の推進に関する基本的な計画（第 1 期）」が策定されました。また、令和５（2023）年には

第２期基本計画が令和 5～9 年度を対象期間として策定されました。 

 

２－４）「文化財保護法」の改正 

 過疎化・少子高齢化などにより、文化財の滅失や散逸等の防止が緊急の課題であることから、

未指定を含めた文化財をまちづくりに活かしつつ、地域社会総がかりでその継承に取り組んで

いくための体制整備と、地域における文化財の計画的な保存・活用の促進や地方文化財保護行政

の推進力強化を図るため、平成 30（2018）年に「文化財保護法」が改正されました。 

 令和 3（2021）年の改正では、無形文化財および無形の民俗文化財の国登録制度が新設された

ことに加え、国だけでなく地方公共団体も登録制度を設けることができるようになりました。 

 

２－５）「文化観光推進法」の制定 

 文化の振興を観光の振興と地域の活性化につなげ、これらによる経済効果が文化の振興に再

投資される好循環を創出するため、令和 2（2020）年 4 月に「文化観光拠点施設を中核とした地

域における文化観光の推進に関する法律」が制定されました。 

 本法律では文化観光を「文化資源の観覧、文化資源に関する体験活動その他の活動を通じて文

化についての理解を深めることを目的とする観光」としています。 
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２－６）「博物館法」の改正 

 博物館に求められる役割が多様化・高度化していることを踏まえ、博物館の設置主体の多様化

を図りつつ、その適正な運営を確保するため、令和 4（2022）年 4 月に「博物館法」が改正され

ました。これにより、博物館法の目的として、社会教育法に加えて文化芸術基本法の精神に基づ

くことが定められたことに加え、法人類型にかかわらず登録できるよう博物館登録制度の要件

が見直されました。 

 また、博物館の事業に博物館資料のデジタルアーカイブ化を追加。さらに、他の博物館等との

連携および地域の多様な主体との連携・協力による文化観光その他の活動を図り、地域の活力向

上に取り組むことが規定されました。 

 

２－７）「文化芸術推進基本計画（第 2 期）」の策定 

 令和 5（2023）年 3 月、5 年間（令和 5～9 年度）を計画期間とする「文化芸術推進基本計画（第

2 期）」が策定されました。コロナ禍の影響を含めた第 1 期計画期間中の文化芸術をめぐる動向に

加え、デジタル化の進展、人口減少・少子高齢化の進行、地球規模の課題に対する文化芸術の貢

献への認識の深まりといった社会状況の変化を踏まえ、文化芸術と経済の好循環を実現すべく、

推進する重点取組が整理されています。 
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参考資料３ 福井県の文化的環境（全国との比較） 

指  標 単位 全国 福井県 順位 
調査
年度 

公民館数（人口100 万人当たり） 館 104.9 271.1 10 2021 

図書館数（人口100 万人当たり） 館 27.0 48.7 8 2021 

博物館数（人口100 万人当たり） 館 10.4 28.9 4 2021 

青少年教育施設数（人口 100 万人当たり） 所 6.7 13.2 8 2021 

青少年学級・講座数（人口 100 万人当たり） 学級・講座 327.4 2,493.3 2 2020 

成人一般学級・講座数（人口 100 万人当たり） 学級・講座 1,312.1 6,787.4 2 2020 

女性学級・講座数（人口 100 万人当たり） 学級・講座 234.8 1,824.9 3 2020 

高齢者学級・講座数（人口 100 万人当たり） 学級・講座 185.6 889.3 5 2020 

ボランティア活動の年間行動者率（10 歳以上） ％ 17.8 21.7 11 2021 

旅行・行楽の年間行動者率（10 歳以上） ％ 49.5 44.3 30 2021 

海外旅行の年間行動者率（10 歳以上） ％ 0.4 0.4 9 2021 

一般旅券発行件数（人口千人当たり） 件 9.8 5.4 25 2022 

都道府県立図書館の来館者数（人口比） 人 ― 0.71 1 2023 

都道府県立図書館の個人貸出数（人口比） 冊 ― 0.91 １ 2023 

出典：令和５年版一目でわかる福井のすがた、日本の図書館統計（日本図書館協会） 
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18～19歳

1.4%

20代

7.0%
30代

8.3%

40代

15.2%

50代

16.9%

60代

19.2%

70代以上

31.5%

無回答

0.7%

福井エリア

34.7%

坂井・奥越エリア

21.9%

丹南エリア

23.8%

嶺南エリア

18.9%

無回答

0.7%

参考資料４ 県民アンケート等の結果 

４－１）県民の文化に関する意識調査 

 ■調査概要 

  調査対象  １８歳以上の福井県在住者２，０００人 

  回答数   ８７７件 （回収率：４３．９％） 

  調査期間  令和４（２０２２）年１１月１５日～１２月１５日 

  調査方法  ・ 住民基本台帳より市町別人口、年齢構成比でランダム抽出 

        ・ 調査票を郵送し、返信用封筒により返送回収（ネット回答も可） 

 

■回答者の属性 

（１）性別                  （２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域                  （４）職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正規の職員・

従業員

37.1%

非正規の職員・

従業員

15.8%自営業主・自由業 6.8%

家族従業者 3.0%

主婦・主夫

15.1%

学生 2.1%

リタイア、無職

14.8%

その他

4.9%

無回答

0.5%

男性

40.6%

女性

57.6%

答えたくない

1.0%

無回答

0.8%
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 ■調査結果の概要 

 （１）リアル鑑賞の経験 

   令和４（２０２２）年１１月以前の１年間、文化芸術を

直接鑑賞したことがあるか尋ねたところ、直接鑑賞したこ

とがあると回答した割合は７１．２％となりました。ジャ

ンルとしては、「美術」「映画（アニメーション映画を除く）」

「ポップス、ロック、ジャズ、歌謡曲、演歌、民族音楽な

ど」を鑑賞した割合が特に高い状況でした。 

 

 

 

リアル鑑賞した文化芸術のジャンル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）鑑賞以外の文化芸術活動 

   令和４（２０２２）年１１月以前の１年間に、鑑賞では

なく、自分で文化芸術活動を実践したり、ボランティアと

して活動を支援したことがあるかを尋ねたところ、何らか

の実践・支援をしている割合は２２．３％にとどまりまし

た。 

 

 

 

29.9%

29.0%

27.7%

17.9%

16.0%

14.8%

13.3%

10.4%

10.0%

6.8%

6.3%

4.3%

4.2%

3.5%

3.1%

2.5%

1.7%

0.9%

1.6%

27.3%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

美術

映画（アニメーション映画を除く）

歴史的な建物や遺跡

ポップス、ロック、ジャズ、歌謡曲、演歌、民族音楽など

歴史系の博物館、民俗系の博物館、資料館など

オーケストラ、室内楽、オペラ、合唱、吹奏楽など

アニメーション映画

食文化の展示、食に関するイベント

花展、盆栽展、茶会などの展示、イベント

地域の伝統的な芸能や祭り

演芸

伝統芸能

ミュージカル

ストリートダンス、ジャズダンス、民俗舞踊、 社交ダンスなど

現代演劇、児童演劇、人形劇

美術のうち、特に現代美術

バレエ、モダンダンス、コンテンポラリーダンスなど

日本舞踊

その他

鑑賞したものはない

無回答

何らかの文化活動を

実践した

22.3%

特にしていない

76.4%

無回答

1.3%

何らかのリアル鑑賞をした
71.2%

リアル鑑賞したも
のはない
27.3%

無回答 1.6%
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実践・支援した文化芸術活動のジャンル 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）地域の文化的環境 

   居住する市町の文化的な環境に満足しているかについては、「満足している」「どちらかと

いえば満足している」と回答した割合が 3４.３％にとどまりました。居住エリア別よりも年

代別の方が結果の差が大きく、３０代以上の世代で「満足していない」または「関心がない」

と回答した割合が半数を超えました。 

 

 

 

 

 

 

地域の文化的環境に満足しているか（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.8%

42.9%

30.4%

33.1%

27.4%

41.0%

83.3%

35.1%

33.3%

41.9%

39.1%

35.6%

21.3%

16.7%

30.4%

22.0%

27.0%

27.8%

35.6%

37.7%

3.6%

1.8%

0.7%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

70代以上

60代

50代

40代

30代

20代

18～19歳

満足している （「どちらかといえば満足している」を含む） 満足していない（「どちらかといえば満足していない」を含む） 関心がない 無回答

5.6%

3.8%

3.4%

3.2%

3.1%

2.6%

2.3%

1.4%

1.0%

1.0%

0.7%

0.5%

0.2%

2.3%

76.4%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

地域の伝統的な芸能や祭りへの参加

茶道、華道、書道などの習い事の受講

音楽の演奏や、演劇・舞踊・映画への出演など

音楽、バレエ、ダンス、美術などの習い事の受講

文学、音楽、美術、演劇、舞踊などの作品の創作

子どもの文化芸術体験のための支援活動

郷土料理や年中行事の料理など伝統的な食文化の継承活動への参加

高齢者・障害者・在住外国人の文化芸術鑑賞、体験促進のための支援活動

マンガ、映画などの映像作品、ＣＧ、ゲーム、メディアアートなどの作品の創作

音楽祭・映画祭・アートフェスなどの開催のための支援活動

歴史的な建物や遺跡などを保存・活用するための支援活動

美術館・博物館などにおける案内や作品解説などの支援活動

劇場・ホールなどにおける案内や制作補助などの支援活動

その他

特にしていない

無回答

5.2%

満足している 5.8%

32.5%

どちらかといえば満足している

28.5%

23.4%

どちらかといえば満足していない

23.8%

8.8%

満足していない

11.6%

30.0%

関心がない

28.5%

無回答 1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全国

福井県
福井県

（R4.11調査）

全国
（R5.1調査）
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 （４）自身を取り巻く文化的環境 

   居住する市町が、普段の生活の中で文化芸術活動を実践し、または観て楽しめる地域にな

っていると感じるかについては、「感じる」「どちらかといえば感じる」と回答した割合が  

３０．７％にとどまりました。 

   地域別では、嶺南エリアと福井エリアが特に「感じない」「どちらかといえば感じない」と

回答した割合が高い状況でした。 
 

 

 

 

 

 

文化的活動を楽しめる環境になっていると感じるか（エリア別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－２）本県の文化芸術活動に関するアンケート調査（団体調査） 

 ■調査概要 

  調査対象  文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊、伝統芸能、 

    生活文化などの分野で活動する芸術・文化団体 ７６団体 

  回答数   ６０団体（回収率：７８．９％） 

  調査期間  令和４（２０２２）年１２月１５日～令和５（２０２３）年１月１６日 

  調査方法  調査票を郵送し、返信用封筒により返送回収（ネット回答も可） 

 

 ■調査結果の概要 

 （１）活動していく上での課題 

   活動していく上での課題として「会員（活動者）の高齢化が進んでいる」「若年層の参加が

進んでいない」と回答した割合が特に高く、どちらも 7 割を超えました。 

 

 

 

 

 

28.3%

36.8%

31.3%

28.0%

60.8%

50.7%

54.7%

59.5%

10.8%

12.4%

14.1%

12.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

嶺南エリア

丹南エリア

坂井・奥越エリア

福井エリア

感じる（「どちらかといえば感じる」を含む） 感じない（どちらかといえば感じない」を含む） その他、わからない、無回答

感じる

4.4%

どちらかといえば感じる

26.3%

どちらかといえば感じない

47.2%

感じない

9.5%

その他

0.1%

分からない

11.3%

無回答

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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 （２）活動者の増減 

   １０年前と比較した団体の活動者数の増減については、「減少した」と回答した割合が  

８８．３％に上りました。活動分野別に見ても、多くの分野で「減少した」と回答した割合

が１００％となっています。 

10 年前と比較した活動者数の増減（n=60） 

 

 

 

 

 

 

10 年前と比較した活動者数の増減（活動分野別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.7%

100.0%

50.0%

83.3%

100.0%

100.0%

66.7%

100.0%

83.3%

66.7%

100.0%

50.0%

33.3%

33.3%

16.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

他分野

その他

生活文化

伝統芸能

舞踊

演劇

写真

美術

音楽

文学

増加した 減少した 変わらない わからない その他 無回答

多分野

増加した
1.7%

減少した
88.3%

変わらない
8.3%

わからない
1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

80.0%

75.0%

38.3%

33.3%

21.7%

15.0%

15.0%

15.0%

15.0%

6.7%

0.0%

0.0%

15.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

会員（活動者）の高齢化が進んでいる

若年層の参加が少ない

活動資金が不足している

後継者の育成が進んでいない

子ども期の活動（部活動）から社会人の活動へのつながりが薄い

作品展示や活動発表の場が不足している

指導者が不足している

練習場所や活動場所が不足している

団体活動のPR（広報）ができていない

団体同士のネットワークが弱い（ない）

特に課題はない

わからない

その他
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４－３）無形民俗文化財に関するアンケート調査 

 ■調査概要 

  調査対象  福井県無形民俗文化財保護協議会の会員団体 ５６団体 

  回答数   ４２団体（回収率：７５．０％） 

  調査期間  令和３（２０２１）年８月 

  調査方法  調査票を郵送し、返信用封筒により返送回収 

 

 ■調査結果の概要 

 （１）会員の年齢 

   会員の年齢層は、４０歳以上が全体の約７割を

占めています。 

 

 （２）近年の活動状況 

   ここ数年の活動状況について、「あまり実施で

きていない」「全く実施できていない」と回答し

た割合が約３割を占めています。 

 

 （３）活動できない理由 

   活動できない理由としては、「保存会員の高齢

化が進んでいるため」「後継者不足に悩んでいる

ため」が最も多く、約３割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20歳未満
16.0%

20～39歳
14.0%

40～59歳
33.0%

60歳以上
37.0%

十分に実施
できている
22.0%

ある程度実施できているが、
一部実施できていない

51.0%

わずかならできて
いるが、あまり実
施できていない

17.0%

全く実施できて
いない 10.0%

31.0%

31.0%

17.2%

6.9%

6.9%

3.4%

3.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

保存会員の高齢化が進んでいるため

後継者不足に悩んでいるため

保存会員数が減少しているため

活動の行き詰まりを感じているため

発表の場がないため

資金が不足しているため

地域住民の理解が進まないため
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0.3%

8.4%

0.6%

2.6%

2.9%

2.9%

3.7%

4.3%

6.9%

7.2%

8.4%

18.4%

22.5%

32.3%

49.9%

68.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

不明

その他

若手芸術家への資金援助

芸術家が制作した作品を購入

社員の芸術文化に関するキャリア教育

芸術文化施設（ギャラリーなど）の設置・運営

自社で顕彰・コンクール・コンテストを実施

芸術家への活動場所（公演会場・展示会場など）の提供

社内サークル（合唱団など）への支援

地域の文化行事に自社製品やサービスを無償（割引）提供等

自社が主体となって芸術文化イベントを実施

地域のイベントや祭りなどの文化行事に社員をボランティアとして派遣

学校・公民館・集会場などで出張授業（公演）を実施

子どもたちや地域での文化活動を支援するための資金提供

地域の団体が行う文化活動を支援するための資金提供

地域のイベントや祭りを支援するための資金提供

４－４）企業による地域文化（支援）活動に関する調査 

 ■調査概要 

  調査対象  県内企業 １，６３６社 

  回答数   ５０９社（回収率：３１．１％） 

  調査期間  令和５（２０２３）年８月１０日～８月３１日 

  調査方法  調査票を郵送し、返信用封筒により返送回収（ネット回収も可） 

 

 ■調査結果の概要 

   地域文化（支援）活動に「企業として関わる必要がある」と答えた割合は約９割、実際に

活動に取り組んだ割合は約６割となりました。また、実際に取り組んだ活動として最も多か

ったのは、地域のイベントや祭りを支援するための資金提供でした。 

 

 

企業よる地域文化（支援）活動            2022 年度に地域文化（支援） 

についての考え                        に取り組んだか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのような地域文化（支援）活動に取り組んだか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業として積極的に

関わる必要があると

思う 23.0%

企業としてある程度は関わる

必要があると思う 70.9%

企業として関わる必要が

ないと思う 5.5%

不明 0.6%

取組みを行った

56.8%

2022年度は行わなかったが、

以前は行っていた 11.4%

これまで行ったことがない

31.8%
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参考資料５「福井県文化振興プラン（仮称）」策定委員会委員名簿 

（敬称略、五十音順） 

氏名 所属・役職等 備考 

朝倉 由希 
公立小松大学国際文化交流学部 准教授 

文化政策学会 理事 
委員長 

浅野 桃子 
アーツ＆コミュニティふくい 代表 

美術作家 
 

太下 義之 
文化政策研究者 

同志社大学経済学部 教授 
 

景山 直恵 
福井県デザイナー協会 会長 

アーチザン＆パートナーズ 代表 
 

加藤 種男 
クリエイティブ・ディレクター 

公益財団法人福井県文化振興事業団 副理事長 
 

高野  翔 
福井県立大学地域経済研究所 准教授 

ウェルビーイング学会 理事 
 

田中 典子 
福井県中学校教育研究会 音楽部会長 

福井市川西中学校 校長 
 

丁野   朗 
公益社団法人日本観光振興協会総合研究所 顧問 

文化庁日本遺産審査委員 
 

長谷 光城 
ＮＰＯ法人若狭美＆Ｂネット 理事長 

美術作家 
 

堀内  勉 
多摩大学大学院経営情報学研究科 教授 

多摩大学社会的投資研究所 所長 
 

湊  七雄 
福井大学教育学部 教授 

美術作家 
 

山内喜代美 
福井県中小企業家同友会 代表理事 

株式会社ＷＡＬＬＥＳＳ ＣＥＯ 
 

吉田 千春 
福井県中学校教育研究会 美術部会長 

福井大学教育学部附属義務教育学校 後期課程 副校長 
 

渡部 葉子 慶応義塾大学アート・センター 教授  
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参考資料６「福井県文化振興プラン」策定の過程 

時期 主な経過 内容 

令和５(２０２３)年 

  ８月３０日 

第１回「福井県文化振興プラン

（仮称）」策定委員会 

（議題） 

・福井県におけるこれまでの文化政策について 

・福井県の文化芸術振興を取り巻く現状と課題 

・プラン策定の方向性 

・意見交換 

 １０月２４日 
第２回「福井県文化振興プラン

（仮称）」策定委員会 

（議題） 

・プラン骨子案について 

・「企業による地域文化（支援）活動に関する 

調査」結果について 

・プラン策定に係る意見交換・アンケート結果 

・意見交換 

 １１月２２日 

 １１月２４日 

 １１月２７日 

市町文化行政担当者連絡会議 
・プラン骨子案について説明 

・文化行政担当者と意見交換 

 １１月２８日 

   ～ 

１２月２０日 

福井県議会  

令和５年１２月議会 
・プラン骨子案について説明 

令和６(２０２４)年 

  １月２０日 

「福井県文化振興プラン（仮称）」

策定に向けたシンポジウム 

・プラン骨子案について説明 

・参加者（一般県民）と意見交換 

  １月２６日 
第３回「福井県文化振興プラン

（仮称）」策定委員会 

（議題） 

・プラン案について 

・意見交換 

２月１３日 

    ～ 

３月１１日 

福井県議会  

令和６年２月議会 
・プラン案について説明 

  ２月１３日 

    ～ 

  ３月 ５日 

パブリックコメント 
・プラン案を県ホームページに公表し、 

 意見を募集 

  ４月 計画決定・公表  

 

○ 意見交換やアンケートにご協力いただいた団体等 

 ・越のルビーアーティストの皆様 

 ・福井県文化協議会の加盟団体の皆様 

 ・アートプロジェクト実施団体の皆様 

 ・無形民俗文化財保護協議会加盟団体の皆様 

 ・福井県デザイナー協会の皆様 

 ・音楽分野、図工・美術分野の教員の皆様 など 


